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（この説教は、2026年8月30日に行われた関東大震災朝鮮人・
中国人虐殺犠牲者103年キリスト者追悼祈祷会でなされたも
のです）

＜共感能力＞
他の人の心を読み取ること、それを「共感能力」といいます。

ある事柄の事情を知らないために共感できない場合が多くあ
ります。他の人の心をよく読み取ることができる人が成功す
るとも言われます。消費者の心をよく読み取ってこそ事業家
として成功することができ、国民の心をよく読み取ってこそ
政治家として成功することができるということです。共感能
力を持つことは、単に人柄を磨くだけではありません。経済
的にも、政治的にも、私たちの生活に大きな助けとなります。
だからこそ、私たちは共感能力を養わなければなりません。
「共感」は英語で「シンパシー」（sympathy）といいます。

ギリシャ語に由来する言葉で、「スーン」と「パテイン」が
合わさったものです。「スーン」（soun→sym）は「共に」と
いう意味で、「パテイン」（pathein→pathy）は「苦痛」とい
う意味です。

つまり、「共感」とは、共に苦しみを経験することを意味
します。その人の苦しみを自分も感じることができるなら、
それが共感能力のある人です。しかし問題は、知らなければ
共感することが難しいということです。

ホセア書6：3で、ホセアはこのように訴えています。「主
を知ろう。努めて主を知ろう。」神様の心を知ってこそ、神
様の御心を悟ることができます。神様の心を読み取ってこそ、
神様が何を望んでおられるのかを把握することができます。
親孝行をするためには、親の心を読み取らなければならない
と言われます。神様に忠誠を尽くすためには、神様の心を読
み取らなければなりません。「あなたの隣人を自分のように
愛しなさい」と言われましたが、隣人を愛するためには、隣
人の心、隣人の苦しみを読み取らなければなりません。

韓国の光州抗争は、1980年５月18日前後に起きた抗争です。
当時、私は軍隊にいたため、その時の状況を詳しく知りませ
んでした。しかし、1986年に日本に来て、韓国では知ること
のできなかった当時の事実を記録した書籍に触れ、その時に
どのようなことが、なぜ起きたのかを少しずつ知るようにな
り、共感するようになりました。そして、その時に犠牲となっ
た人々の家族と、無念さと悲しみを分かち合うことができま
した。

日本軍「慰安婦」問題も、国家間のわずかな金銭的補償で
終わらせるのではなく、日本軍「慰安婦」として犠牲となっ
た方々が本当に望んでいることは何なのか、その思いに共感
しなければならないのです。

1948年に起きた済州４・３虐殺事件についても、以前は漠
然としか知りませんでしたが、最近になって公式の記録や証
言などを通して知るようになりました。2014年に起きたセウォ
ル号事件も同様です。このような事件や事実を知ることで、
その時に犠牲となった人々の家族や関係者の痛みに共感する
ようになるのです。それは真実を明らかにすることです。

日本に来る前にはよく知らず、日本に来てから知ったこと
もたくさんあります。かつて満州に渡って暮らしていた日本
人たちが、敗戦後、安全に祖国へ帰るために、幼い子どもた
ちを現地の中国人に預けて帰国したことです。その時に預け
られた子どもたちが成人し、日中国交正常化後、両親を探す
ために日本を訪れ、テレビを通して両親を探している姿を見
ながら、朝鮮戦争によって生じた南北離散家族は韓国だけに
いるものと思っていましたが、この人々もまた日帝による犠
牲者であるという事実を知り、その痛みに共感しました。広
島、長崎で原爆の被害を受けた人々の話にも共感しながら、
二度とこのようなことがあってはならないと思いました。

東京では、江戸東京博物館が1993年に開館した際、1923年
９月１日に起きた関東大震災当時の記録が展示されていまし
た。驚いたことに、当時、流言飛語などによって数千人の朝
鮮人が虐殺され、犠牲になったという記録がありました。し
かし、その記録はしばらく展示されていたものの、１年ほ
ど経った後には削除されていました。共感することができな
かったということでしょう。
　ルカによる福音書７：31〜32で、イエス様はこの時代に向
かって、「では、この時代の人々を何にたとえようか。何に
似ているだろうか。たとえて言えば、子どもたちが広場に
座って互いに呼びかけ、『私たちがあなたがたに笛を吹いて
も、あなたがたは踊らず、私たちが嘆きの歌を歌っても、あ
なたがたは泣かなかった』と言っているようなものである」
と言われました。

この時代の人々の共感能力が低下していることについて、
イエス様はこのように嘆かれました。私たちが他の人の事情
をよく知らないこと、他の人の苦しみに無関心であること、
それはイエス様の心を痛めることです。そればかりか、痛み
に苦しんでいる人々を非難することは、人間として到底すべ
きことではありません。私たちは共感能力を養わなければな
りません。ただじっと座っているだけでは、そうなることは
できません。一生懸命学ばなければなりません。一生懸命訪
ねて行かなければなりません。一生懸命耳を傾けなければな
りません。神様の息子、娘として、イエス様の弟子として、
他の人々の喜びだけでなく、その痛みまでも共に分かち合う
人生となりますようにと願います。

この時代の人たちは
＜ルカによる福音書7：31～32＞

金  柄  鎬  牧師　　

人権主日
説　教
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西南地方会では、教育部と伝道部の共同で7月19日から20日に
かけて「恵みと成長」を主題に夏期信徒修養会が日本キリスト教
団別府教会を会場にして開催された。

今回の信徒修養会は、韓国の巨済島新長承浦（シンジャンスン
ポ）教会の朴台夫（バクテブ）牧師を講師として招き、メッセー
ジを伝えてくだった。

19日、開会礼拝は辛治善牧師の司会と李惠蘭牧師の祈りで進行
され、『神様に向かって』という題の地方会長尹善博牧師の紙面
説教と、地方会長が欠席したことによる司会者の簡単なメッセー
ジの後、鄭在植牧師の祝祷が行われた。
　最初の御言葉の時間は郭鏞吉牧師の司会で進行され、朴台夫牧
師により、ルカによる福音書1章26〜31節、46〜48節の本文を中
心として『恵みが最高です』という題の説教がなされた。

20日午前の二番目の御言葉の時間は、郭鏞吉牧師の司会と朴台
夫牧師のメッセージ（本文：ヨハネの手紙一2章12 〜 13節)を通じ

夏期信徒修養会を開催
「恵みと成長」を主題に日キ別府教会で

西
南
地
方
会

て、生まれ変わり成長する信徒、忍耐する信徒になりなさいとい
う説教があった。

閉会礼拝は辛治善牧師の司会で、詩編25編12 〜５節の本文を中
心に、主を畏敬する人生を生きなさいと言う朴台夫牧師の恵み深
い説教と祝祷で夏期修養会を締めくくった。

今回の信徒修養会は総会の行事をはじめ、さまざまな行事が重
なる中で行われたが、恵み深い御言葉を通じて参加者全員が大き
な恵みを受ける時間となった。　　　（報告：伝道部長 辛治善牧師）

今年１月末から７月
初めまで、在日大韓基
督教会でインターンと
して働かせていただい
たキム・ソユンです。
心からの感謝を込め
て、ご挨拶申し上げま
す。在日大韓基督教会
の皆さまと出会い、共
に過ごした時間、そし
て日本で経験したさま
ざまな出来事は、どれ
も言葉では言い尽くせ
ないほど尊い贈り物と
なりました。

私は昨年、大学の学
部課程を卒業した後、幸いにもカナダ長老教会の国際宣教部門
で事務補佐として働く機会をいただきました。勤務を始めた初
日、国際宣教部の担当者から、数か月間日本で働くことができ
るかと尋ねられました。私はあまり深く考えることなく、その
提案を引き受けました。

自分がどれほど素晴らしい機会を与えられたのかに気づい
たのは、日本に到着してからのことでした。カナダ長老教会と
在日大韓基督教会を結ぶ、生きた架け橋となれたことは、私に
とって大きな光栄でした。

日本に滞在している間、在日大韓基督教会のエキュメニカル
な働きや教会内部の働きに関するさまざまな会議に参加しまし
た。また、日本各地を訪ね、多くの牧師任や教会の方々にお会
いしました。外国人として日本で生活することを経験し、少し
ずつその生活に慣れていく中で、カナダ長老教会と在日大韓基
督教会との出会いがもたらしてきた深い影響について学びまし
た。

最も大きな課題は、異なる生活様式に慣れることの難しさで
した。日本に来るまで、自分の国の文化や言語をよく知ってい
ることが、どれほど恵まれたことであるかに気づいていません
でした。この経験を通して、慣れ親しんだすべてのものから離

6か月間のインターンを終えて
カナダ長老教会 金 瑞 允（キム・ソユン）

れ、日本で異なる生活を送ることになったコリアンの人々につ
いて考えさせられました。そして私は、自分がここでは客人で
あり、めったに得ることのできない貴重な機会を与えられてい
るのだということを、すぐに謙虚に受け止めるようになりまし
た。

私にとって最も大きな喜びは、出会った人々でした。深く、
意味のある関係を築くことによって、自分の働きの目的を改め
て思い起こすことができました。私は、カナダ長老教会を代表
し、カナダ長老教会と在日大韓基督教会との間にある協力関係
の深さを理解するために日本に来たのです。

金柄鎬牧師任、鄭守煥牧師任、私の至らない点が多くあった
にもかかわらず、温かく迎え、恵みをもって接してくださった
ことを感謝いたします。金伸禹牧師任、金ソヨン師母任、私を
東京中央教会の一員として快く迎え入れてくださり、ありがと
うございました。このほかにも感謝をお伝えしたい方々が数え
切れないほどいます。

私は日本各地を旅する機会にも恵まれ、豊橋、名古屋、京
都、大阪、武庫川、神戸、新居浜、博多、福岡、長崎、下関、
小倉を訪問しました。それぞれの滞在は短いものでしたが、在
日コリアンのキリスト者による誠実で真心のこもった奉仕を通
して、在日大韓基督教会の生きた歴史を目の当たりにできたこ
とは、私に大きな感銘を与えました。

カナダに戻った今、これからもカナダ長老教会で働き続ける
予定です。新たな思いと感謝を心に抱きながら、これからも自
分が召された場所で仕えていきたいと願っています。
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関東大震災時の虐殺より103 年となるこの時、私たちは、朝
鮮人・中国人が関東全域で虐殺された事実を思い起こし、こ
の追悼の場に集いました。

1923 年９月１日の関東大震災後の混乱の中、「不逞鮮人暴動」
という流言蜚語（りゅうげんひご）を内務省・官憲が主導し
て流布し、２日の戒厳令（勅令第398号）発布と「不逞鮮人」
警戒を呼び掛ける電信文の全国発信と共に軍隊と官憲によっ
て虐殺が始まりました。行政の指示に従い民衆によって組織
された自警団が虐殺に加わり、6000人以上の朝鮮人と700人以
上の中国人が犠牲となりました。今なおその犠牲者の正確な
人数も判明されないままです。

同年帝国議会で山本権兵衛首相は後に報告すると答弁して
おきながら、帝国議会も戦後の国会もすべてを不問に伏した
まま103年が経過しました。韓国の国会では「関東大震災朝鮮
人犠牲事件真相究明及び犠牲者名誉回復に関する特別法」が
成立し、今年12月までに真相究明委員会が組織されることと
なりました。日本政府が今まで無視し続けてきたことが、韓
国からの訴えで新たな展開を迎えようとしています。

関東大震災での虐殺では、中国人も各地で襲撃され殺害さ
れました。王希天（キリスト教社会活動家）は震災後、軍に
拘束され、殺害されました。日本統治下の植民地出身者であっ
た在日朝鮮人虐殺の場合と異なり、700余名の中国人虐殺は独
立国家出身の外国人に対する虐殺を意味しました。日本政府
は1924年５月、「慰謝料として金二十万円を支出」と決定しま
した。そして、外務大臣を通して中国政府にその旨を伝達し
ておきながら、何も果たさずに今日に至っています。

日本社会は昨2025年より、「日本人ファースト」と叫び、外
国人への敵愾心や排外主義を蔓延させつつあります。日本政
府が推し進める入国管理政策は入国審査の手数料大幅値上げ、
在留資格の審査厳格化によって日本社会をして外国人への疑
心暗鬼と排外主義を深めるように誘導するものとなっていま
す。また、茨城県など地方自治体も非正規滞在者を密告する
ことを奨励する制度をも作り上げています。すなわち、103 年
前の虐殺を引き起こした状況に現在の日本の政治と社会がど
んどん引き戻されつつあることに私たちは戦慄を覚えずにお
れません。

私たち日本の教会はこの103年前に起こった朝鮮人・中国人
虐殺の歴史にキリスト者としてどう向き合ってきたのか、そ

して日本のキリスト教会は何が問われているのかという問い
の前に立ちます。103年前の９月に起こった虐殺について、日
本の教会は、そしてその年11月に創立された日本基督教聯盟
は沈黙しました。私たちはその沈黙を今日に至るまで続けて
きたことを、主の前に深く悔います。この歴史を私たちの心
に深く刻み、祈りに覚え続けつつ、私たちは暴虐に対して抗
うことが出来なかったことを十字架の主の前に悔い、虐殺の
歴史の隠ぺいと忘却の政治に抗います。私たちは虐殺犠牲者
の追悼を続け、その歴史の責任を問い、真相究明のために努
めます。現代日本の差別と排外主義に抗し、多文化・多民族
共生社会の実現に努めます。私たちはこれが主に従いゆくた
めに私たち自身の負うべき十字架であることを、ここに告白
します。

　　2026年８月30日

関東大震災朝鮮人・中国人虐殺103 年キリスト者追悼祈祷会

＊1923年12月第47回帝国議会衆議院本会議で山本権兵衛首相
は「政府ハ起リマシタ事柄ニ就テ目下取調進行中デゴザリ
マス、最後ニ至リマシテ其事柄ヲ当議場ニ愬（うった）ヘ
ル時モゴザリマセウ」と答弁

＊1924年５月、閣議決定で「在留支那人（ママ）中にも、不
慮の災害を被りたる者、同情に堪えざる次第なるをもって、
善隣の交誼に鑑み、特に慰謝料として金二十万円を支出」
と決定

「関東大震災朝鮮人・中国人虐殺犠牲者100年キリスト者追悼集会」

宣　言　文

KCCJ社会委員会オンライン連続セミナー 第2回

「永住を阻む入管庁の新ガイドライン」
・日  時：9 月 27 日（日）16：00 ～18：00
・講  師：張正翼さん（張国際法務行政書士事務所）
・主  催：在日大韓基督教会 社会委員会
・申  込：社会委員長 申容燮牧師
　　　　　　　　　　　　　（090-8445-4284）
・参加費：無料

海外韓人教会教育と牧会協議会
第16回 日本・福岡大会のご案内

●日時：2027年2月16日（火）17：00～18日（木）10：00
●場所：在日大韓基督教会 福岡教会（林明基牧師）
●主題：「AI時代を迎えたディアスポラ教会の教育と牧会」
　　　　（ローマ12：2）
◆講師：チェ・ジンホ教授（エモリー大学）
　　　　チョ・ソンシル教授（長老会神学大学）
　　　　金迅野牧師（在日大韓基督教会）
●参加費：1人あたり30,000円
◆参加申込：9月30日まで、総会事務局金柄鎬牧師
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日本政府は2026年5月29日、在留資格変更許可、在留期間更
新許可及び永住許可等に係る手数料の上限額を大幅に引き上げ
ることなどを内容とする改定入管難民法を国会で成立させまし
た。

改定入管難民法では、在留資格変更及び在留期間更新に係る
手数料の上限額を現行の1万円から10万円へ、永住許可につい
ては30万円へと引き上げることを可能にするものであり、日本
で生活する外国籍住民とその家族に大きな影響を与えることが
懸念されています。

私たち在日大韓基督教会は、日本による朝鮮半島植民地支配
の歴史の中で生み出された在日コリアン共同体と共に歩んでき
た教会です。植民地支配は、多くの朝鮮人を日本へ移住させ、
戦後においても在日コリアンは国籍の喪失、社会保障や公務就
任における制限、指紋押捺制度をはじめとする管理と排除の対
象とされてきました。

私たちは、その歴史を単なる過去の出来事としてではなく、
今日の日本社会における外国人政策や社会意識にも影響を及ぼ
し続ける課題として受け止めています。

そのような歴史を有する日本社会において、外国籍住民に対
する監視や管理の強化、負担の増大を当然視する政策が進めら
れることに、私たちは深い危惧を覚えます。外国人を社会の構
成員ではなく管理の対象として捉える発想は、共生への道では
なく排除への道を開くからです。

近年、日本の外国人政策は、永住資格取消制度の導入、収容・
送還制度の強化、難民認定制度の厳格化など、管理と排除を重
視する方向へ傾斜しているように見受けられます。今回の法改
定もまた、その延長線上に位置づけられるものではないかとい
う懸念を拭うことができません。

しかし、聖書が証しする神は、弱い立場に置かれた人々の叫
びを聞かれる神です。旧約聖書は繰り返し寄留者と共に生きる

ことを命じ、新約聖書において主イエス・キリストは社会の周
縁に置かれた人々と共に立たれました。

世界教会協議会（WCC）やアジア・キリスト教協議会（CCA）、
日本キリスト教協議会（NCC）をはじめとするエキュメニカル
運動は、人間の尊厳と人権の擁護を福音の本質的な課題として
受け止めてきました。私たちもまた、その信仰的伝統に立ち、
国籍や民族、在留資格によって人の価値が区別されることのな
い社会を求めます。

教会の使命は、国家や社会の政策を無批判に追認することで
はなく、神の正義と平和の視点から現実を問い直し、声を奪わ
れた人々と共に立つことにあります。とりわけ、改定法によっ
て直接影響を受ける外国籍住民の多くは、政治的意思決定の過
程に十分参加することのできない立場に置かれています。だか
らこそ私たちは、その声なき声に耳を傾けさせなければなりま
せん。

在日大韓基督教会は、改定入管難民法が外国籍住民に過度な
負担を課し、多文化共生社会の形成を後退させるおそれがある
ことに強い懸念を表明します。そして政府及び国会に対し、外
国籍住民を管理の対象としてではなく、共に社会を形成する隣
人として尊重し、その権利と尊厳を保障する政策への転換を求
めます。

私たちは、植民地主義と差別の歴史を記憶し続ける教会とし
て、また福音に生きるキリスト者共同体として、すべての人が
神のかたちに創造された存在であるとの信仰に立ち、人種・民
族・国籍を超えて共に生きる社会の実現のために祈り、行動し
続けます。

2026年６月３日
在日大韓基督教会 

総会長　張　慶　泰

外国籍住民に過度な負担を課す出入国管理及び難民認定法
改定に懸念を表し、

すべての人の尊厳が守られる共生社会の実現を求める声明

韓日対照聖書販売
各ページの左に韓国語（改革改正訳）、 
右に日本語（新共同訳）が掲載されて
います。
●A5版変型・1760ページ、革製
●価格：4,000円（消費税・送料込）

　※お求めは総会事務所へ

韓日対照讃頌歌販売
韓国の新讃頌歌版です。交読文も韓日対
照で掲載されています。

●B6版変型・1483ページ
●価格：2,500円
　 （消費税・送料込み）

  ※お求めは総会事務所へ

崔相淑名誉長老が召天
崔正洙牧師（大阪教会第5代牧師）の長女

2026年7月23日、大阪教会の崔相淑名誉
長老が天に召され,李明信牧師の司式のもと
で大阪教会にて葬儀が行われた。享年88歳
だった。

故・崔相淑長老は1938年に韓国で崔正洙
牧師（大阪教会第５代牧師）の９人兄弟の
長女として生まれ、両親に連れられて来日

し、1954年入教してから大阪教会を仕えてきた。2005年長老と
して将立され、2008年視務長老定年隠退とともに名誉長老に推
戴された。

故人は建国白頭学院で小学校教師を務め、1960年に金鉄斗長
老と結婚して以来生涯大阪教会のために夫の金鉄斗長老と共に
仕えた。

大
阪
教
会


